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中学•高校生の栄養

まえおき

小児の栄務と成人の栄脊との違う点は，第 1には小児にお

いては発育という生活現象があること，第 2には小児の休質

が大人と異なっておるという， 2つの点があげられる。

ところが，中 ・高校生の時期は，成長も最も旺盛な時期で

あり，また，体質の変換もいちばん著しい時期であるが故に，

このIIが期の栄う足はきわめて重要な意義をもつのである。とこ

ろが実際についてみると，栄養といえば，乳児の栄養，幼児

期の偏食の問願や小学校の給食のことが，力説せられ，給食

をはじめ，栄養問題は，中・高校にい〈につれて，粗略にあ

つかわれている現状である。これは大変な間違いである。そ

れでここでは中 ・高校生の栄将の煎要性と，そのlt¥J題．点につ

いてのべてみたいと思う。

,. 肥料のやり時

作物に‘肥料のやり時、というのがある。II叫料をやるにも，

適切な時期にやることが必要で， 作物の発育，従ってその収

穫に非常に関係することは一般に知られたことである。小児

の栄脊についてもこれと同様の関係がみられるのである。即

ち発育と年令を考應して，適したII寺に与えられることが，き

きめが大きいのである。

乳児期の発育は，人間の発育のうちで最も旺盛な児期であ

る。従つてこの児期の栄養はきわめて重要なもので，幼児は

あの小さい体に燈く程の蘇のお乳を飲むわけである。実際，

所要カロリーにおいても，乳児は体重 lk当り100以上のカ

ロリーを要する。また発育に必要ないろいろの成分，恨白，

脂肪，含水炭素の他にカルシウムその他の成長池解質を充分

含んだ乳汁を主食とするのである。

ところが幼児期になると，その発育は最も鈍い児期なので，

幼児においてはあまり食欲が旺盛でなく，食：tiをする閻も逝

び半分に食べて，乳児の時のように一生懸命に乳を飲むよう

な態度がみられないのは，発育成長に対する栄投がそんなに

たくさんいらないからで，これを幼児の生理的食欲不振とい

うのである。 こういう時期に母親達は¥もう少し食べよ、

九州大学医学部教授

遠城寺宗徳

｀何々を食べよ、と無埋に子供に食事を強いることが多い。

これが偏食問題とか，何も子供は食べない，食欲不振だとい

った訴えになるのである。

ところが，8オから10オ前後の学童期になると，また発育

がl[f盛になり ，特に身長が多く伸びる児期である。これを第

2次伸長期ともいう。

更に身長，並びにその他の筋肉あるいは精神的発育の非常

にめざまし〈発展して〈るのは，12~3オから18オ位の思春

期である。

思春期は分けて，第I肘I-ー即ち息春前期，これは女児に

おいては 10½~13½ 年，男児においては12~15年，第1I期

—一善通これを ， 春機発動期というのであるが，女児におい

ては 13½~16年，男児においては 15~17年である 。 これでみ

るように，思春期は女の方に男児より 1~2年早く，且つ長く

つづくのである。

その後，春機発動期の進行中を青年期(Adolescence)とい

う。女児においては15~16年から18~19年，男児においては

17~18年から19~20年である。このように，普通息春期は，

息春前期（第 1期）と思春第2期と背年期(Adolescence)と

の3期に分けられ， 全く中 ・高校生の時代に相当するのであ

る。

この時期においては，身体発育ことに身長の伸び，特に四

肢の長さの伸長がきわめて旺盛であることが特徴であると同

時に全ての身体器官の機能や粘神機能が飛躍的発達をとげ

る時期である。よってこの時期こそ成長の源泉となるべき栄

将が最も重大性をおびる時期なのである。即ち，人IIJJの栄投

について，中，高校生の時代の栄将ということは非常に大切

なことである。従って私共が常に主張していることは，学校

給食，或は栄養に対する考慮というものは，すでに述ぺた如

〈乳児から年次成長するに従って，世の関心や親達の努力が

うすらぐ。けれども，むしろこの中・高校生の栄養こそいち

ばん力を入れなければならないことで，これがよたその人の

一生をも支配するということができるのである。
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2. 中・高校生の栄養

中学 ・高校の生徒は実によく，気持のよい程ご飯を食べる

ものである。我々の少年時代にもまだ食ぺるのかといわれる

位に大いに食べたものであるが，考えてみると従米の中 ・高

校生は，いわゆる‘大飯食らい、というのであって，主として

米飯を食ぺ，すなわち含水炭索過食であって，成長生泊に最も

必要なところの蛋白質ことに動物性蛋白及び・i')・, 身長の旺盛

なる陪加をまかなうところのカルシウム等のとりかたが非＇常

に少かったのである。この時期においては特に蛋白，カルシ

ウムそれから血液のもととなる鉄分等が最も大切なのである。

従米，II本人の身長の低いことは， この時期における蛋白，

カルシウム等のとり方が不足していたことが大きな原因と考

えられる。

近年， 青少年の身長が伸びてきたことは， これらの栄投の

改善に負うところが多いと思、う。またこの時期にはピタミン

B1が不足しやすい。大飯食らいの行少年においては含水炭素，

米食過食となり，含水炭索の新陳代謝に必要なピタミンB虔

充分とることが必要である n これが不足するために,'r年に脚

気が多かったのであるがこれも近年，栄裕の進歩に従って

ほとんどなくなった。

カルシウムについては，この息春期には， 1日に少くとも

1.3gはとらなければならない。これを4乳で補給するとすれ

ば1日に少くとも 6合の牛乳を飲む必要がある。も し'I浮Lを

6合飲み得ない楊合は．不足分はカルンウム剤で補うことが

必要であろう＾バン等にカルシウムを洸合するのもよいであ

ろう。

さらに，カルシウムの吸収ならびに沈着にはピタミンA及

びD,殊にDがどう しても必要であることは周知の事実てあ

る。従って，この思春期すなわち中・高校時代においては，

充分なるピタミンA・Dをとることが必要である。

私は常に中 ・高校生に牛乳を飲ませるようにとすすめてお

るが，肝油剤の補給は小学校より中 ・高校生にこそ大いに与

えらるべきものと思う。小学校の 4.5年の頃すなわち 8オか

ら10オ頃の第 2次伸長期も牛乳や肝油類のやり時である。外

国ことにアメリカでは，家庭で，牛乳をお茶の如く飲むとい

うこ とはこの要求に応じた ものである。

最後に慨白質であるが，蛋白'L'l"をこの時期に允分与えるこ

とが成長活動を充分にする所以であることはいうまでもない。

この時期 には中 ・佑j校生時期においては仝カロリーの15%は

蛋白から， L!ll ち蛋白は 1 ~,に 90)り主 120gはやらなければな

らない。これを滴すのには牛乳を日に 6合，卵 1個その他の

肉類を充分に与える必要がある。

以下示すところの表は， アメリカ著名のネルソ ンの小児科

教科』:にでている思春期における献立表であるが，わが国の

食習慣と多少事情は追うけれども参考になると想うので，あ

げてみる。

青年期のために必要なる蛋白質とカルシウムの標準食事

I 
グラム 蛋白買 1カルシ

ウム

グラス 1杯 オレンジ ・ジュース 115 o. 0033 

カップ1杯 オート ・ミール 200 4 0.0220 

1 個 半熟卵 50 6. 0.0330 

l り） バン（トースト） 30 3. 0 0150 

1 fり パター IO 0 0015 

グラス 1杯 ミルク 200 6. 0 .2400 

チョコレート ・ミルク 200 6. 0 2000 

焼き肝臓（レパー） 70 ]3.80 I 0.0084 

大さじ 1杯 肉 汁 15 
2soloo2so 大さじ 5朴 じゃがいも料理（マッシュポテト） 100 

大 さじ3朴 ふだんそう（ピート） 70 l 75 0.0190 

I l;IJ オレンジ ・グ レイプ ・フルーツ 40 0 0120 

I 切 サラダ菜（レタス） 15 0 25 0 0064 

大さじ 1杯 マヨネーズ 15 0.20 0.0020 

l 切 ノ：ン 30 3 0.0150 

I fり パタ ー 10 0 0015 

大さじ 5杯 チョコレート ・ブディング 100 3 5 0.1020 

グラス 1杯 ミルク 200 6 0 0 2400 

米物ジュース（フルーツジュース） 110 

カッブ½fl' きのこのクリーム ・スーブ 100 2 4 0 0200 

大さじ4杯 ナーズの焼料Pit(チーズ ・スフレ） 100 20 30 0 .3252 

えんどうば 60 I 5 

3 切 トマト 25 0,25 0 0028 

I l;JJ サラダ菜（レクス） 1:i O 0064 

大さじ 1杯 マヨネーズ 15 0 20 0 0020 
I l;IJ ,, ン .!O :1. 0 0150 

l Iり ，；ター IO 0.001;, 
I ,t: バナナ（大） 120 0 0108 

グラ スIf!' ミルク 200 6 I 0.2400 

,!I 95 .45 I. 8599 

全カロリー 2,750カロリ ー

この食事の重要点は

1. lt(6合）のミルクを

2. 3度の食事の全てに蛋白源を入れること

3. ピタミンD (1000単位）を与える こと

この表にもみられるように， 牛乳を充分にやることと，チ

ーズは，日本の食生活においてはあまり用いないけれども，

中 ・高校生時期にはチーズをもっとやりたいものと思う。こ

れらには蛋白，カルシウム等が非常に豊富に含まれているか

らである。

むすび

1964年の束梨オリンピ・ノクにvmえていろいろな準仙，努力

がされているそうであるが，要はローマの大会において切実

に痛感されたように，（本格の差，体力の差をどうするかは大

切な1判辿と．息う。

新人発掘の対象が今の中 ・高校生にあるときく。われわれ

は，われらのホープ青少年の合理的栄養ということを真剣に

考えなければならぬ。



4

‘
 

$:' 

、べ^

健康教育 の基盤に立つ

天神体育

八幡市立天神小学校 投護教嘩 奥し 富

_ ............................................................................................................................................ . 

i 金が欲しいための殺人交通禍による死亡なとが ［ 

i 相次ぐ世相を歎力‘わし〈思うとき 「生命の蒋重J
l を最大目標と して30有余年間ひたむきに健康教
ー 育に精進されている天神教育の一端を紹介する。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................................................................................. 

はじめに

雄大な皿倉山を背にうけ，出船入船に賑う洞海湾に辿なる

大八幡製鉄所を1股下におざめる我が大神小学校は，昭和 5年

から後述のような理由により現在まで実に 30有余年間多少

の曲折はあったが，ただ一筋に天神休育建設のために代々の

職員が努力を続けてきた。その間天神1本育のよ って米る所は，

健康教肖を粘盤としこれにより計両されまた実行されてきた。

本校の保健指祁の最大日標は，「生命のど打重」である。安全

指導や学校病の治根等はどこの学校でも実施していることで

あるが，本校の場合は教児共に既に剛翡化されていることが

特色である。教帥J)-1]の授業は朝の健康観寮に始まり下校

時の安全指§に終わる。また児権は 「掃除」「「洗」 「泊潔検

査」 「傷病人の1仕話j 等の保健活動を自主的に椎進している。

I 沿 革

本校は大正 9年 5月に創立されたが，この地に天神様のお

社があるところからその名を天神尋常小学校と命名された。

＊昭和 5年体育的諸調査によって本校の児童は発育休力共に

他校に比 して劣っている ことを発見したので，爾来児童の体

位向上を目指して体育指祁法の研究を重ねると共に運動場の

拡張 体育施設の整備等に留意し，また保健面では昭和11年

すでに養護学級の編成や虚弱児貧困児のために学校給食を実

施し ていた。このよ うに体育と養護に留意した努力によ り児

童の体位は著しく向上した。

＊昭和 12年 3月には， 1本育振興施設運営優秀により文部

大臣より表彰をうけた。

＊昭和 20年 8月未曽有の戦災を紫り 22教室を焼失し，児童

の体位はまた著しく低下した。

＊昭和 22年にはiii内小学校に率先して，児菫の体位回復の

ために保健休育の研究に着手した。

＊昭和 25年県の健康教育指定モデル校となり，1本育及ひ給

食，手洗い設仙等の拡充に努力し，他方では結核管理，寄生

虫予防等児箪の健康管即に留慈した。まだ学校保健委員会の

設趾や健康カリキ ュラムの編成をなし健康教育の向卜に努力

した，

＊昭和 26年健康教自を中心としだ学校保健の柑進努力によ

り県教育委員長及び伽岡県学校保健会長から表彰をうけた0

＊昭和28年 11月県一位健康優良学校として県教育委員会か

ら表彰をうけたc

＊昭和 30年 3月健康教育委暉校として多年研究振興に努め

たので県教育委員会から感謝状を授与された。

＊昭和 32年 11月学校連背優良特に体育研究にj/(i著な成績を

あげたかどにより伽岡県教育委員会から表彰をうけた。

＊本校は1本育的，保健的環境の整備と保健学習の推進により，

健康教育の払盤に立った天神体育を確立し，現在もなおたゆ

まぬ研究を続けている。

II 環境

1. 校区内環投

海抜624米のJlil倉山腕に立つ本校は， 山の手住宅街，製鉄

所社宅街及び一部涸店街を校区とし，家庭環境はほぼ中等度

である。校区内には，製鉄所病院，済生会病院，保健所等の

医療機関があり、本校保健活動に積極的協力を受けている n

2. 校内環境

児童の精神衛生を重視し「明る＜楽しい学校」をモッ I・一

に全職員清掃美化につとめているが，特に校地の緑化や観察

園温室の整備には，校長自ら園芸部主任となって美化整備に

つとめておられるので，四季の花や植物に色どられた校庭の

美しさはまた格別であるが，児箪の理科教有や図訓指!ffにも

大いに活用されている。

m 健康管理
学校保健活動の中で健康管理の占める範囲はきわめて大き

い。しかもこの管理の仕事は，学校教育という大きな目的を

果すためのものであると同時に， また学校教育そのものの一

環でもある。学：校における健康管理とは，児童の健康をより

よく保持J曽進させることであり， もし身休的粘神的に疾病や
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事故をおこすおそれのある場合は，学校がこれを未然に防ぐ 心を弔祝している。

ように処附することであると息う。

＊健康管理の対象

1. 健康者..疾病予防早期発見

2. 異常者 •定期的検診健康観寮健康相談

3, 校地校令 校只等

4. 環楼衛生

＊管理の火践

1. 定期健康診断

本校の校l'.1くは済生会病院長なので．各科叩"J別に枯密検森

を火施 し 児 1'i1 fl~I 々の身休状況を把握して， これにより適切

に'F後指祁を行なってし、るe

2. 健原観寮

第一校時の始め十分問を健康観寮の時間としてと っている

が，教師の1祝寮に児,'i:iは進んで災'ii¥"のあるときは訴え出て

いる。担任ー一於，；俊教諭 校I'.べ 家庭と連絡を迅述に

行なっている。

3. JI例休煎測巫

各学期箱の発育測定の外に)1例休重測定を実施している。

4. 健康相談

健康診断11!1'の要麟者観祭による異・m・者体重減少者

自然陽j(公者 その他届けのあった者は1,u1校医の指森をう

ける。

5. 痴i打予防

＊結核 • •… • 年間 2 且 「 ツ反j 及びBCG接種と X線検査実施

＊寄生虫・・・年間 2回の検便及び駆除 予防教百

*'臥疾・・・・・・',,f学期検診を実施して揆滅を期しているが未だ根

絶するまでになっていない。

＊ うし •• •••歯科校!:ii.の秘極的協力により年々減少しつつある

が1,2年生の乳歯未処凶が多く家庭の協力を要望

している。

＊その他疾病巽常を持つ児童は健康診断終了後直ちに家庭に

治療勧告書を出し，保健室で手当のできるものは処罹をし

ている。

w 保健指導
保健教育カリキュラムを作成し月別に指心の重点をきめて

指森をしているが，体育活動の多い本校の場合は特に安全指

保健室の一部

1. 校内揺§

＊述動場の石拾い

＊迎動施設用具の．点検

鉄棒，登り棒，遊木， ジャン グルジム'Y児,j¥の使用度の佑i

い固定施設的用具は破似しやすいので，体育淵5委員が'lj¥・に

,',¥検をしている。

＊水難防11

本校(J)J!;Jl!llには ：・つの大きな池があるので，水難防止には
~ 雫雙9鼻こ;WC.'ら'

体育の一端 行進運動
特に留，鉱をしている。

*!li1i下を走らないこL大

廊下を走ることにより転倒したり）Lの爪さきを似つけやす

いので， If服卜を走らないように嬰所要所には指示札をおいて

いるが， j,ijll!J°',こリとi:t会を通してリむi1の内面化をはかり．廊下

を走ることの危険性を,.分に認識させている。

2, 校外指祁

＊安仝指祁

生研指;g._ゃ保健学閤，道徳等の各教科の領域で生命の蔚さ

を指ff.し．友令指森の徹底をはかっている。

＊交通道徳を守る

右flill迪往柏l断IIりの注，砿，道路で遊ばない。子供会lliにリ

ーダーが引率して登校している。

＊危険物の取扱いや危険個所に近よらない。

＊大人よりの加害防止

見知らぬ人に誘われない。外出の行先きをはっきり届ける。

＊傷害防止及び簡単な手当の指染

むすび

以」:.節単に本校保健活動の要点を述べたが， 学校保紐の推

展は学校のみの活動では効果をあげることができない。

児巫を中心として学校保健委員会をパノクア、ノプに，学校

一家庭ー地域/1・会 が協力して、始めてl'l滑な学校保健活動を

期待できる。

然しながら児磁の腐＇慣形成は ．教師のちょ っとした油1中Jiに

もくずれ勝ちなものである。 せっかく形成されつつある児咽

の健康生活の良や.'i1'tをくずさないように．今後も努力を紬け

て行きたしヽ と悲、う。
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本校出身福野地区生徒の

小•中•高 9 ヵ年における
個人別視力の推移に関する考察

富山県福野中学校 脊護教諭 ,J、西i 悦子

調査の目的

学校における近視の問迎は学校保健上最も重要な課題で

あって， これが予防対策については日頃われわれと して深

い関心をもつものである。従米小 ・中 ・高別， 学年別， 男

女別によるいわゆる， 横の統計的汗料による結果を多く見

受けるが，福野地区出身本校卒業生が，小学校入学以来，

中学校，高’呼学校卒業に至る九ヵ年間に個人別に祝力の推

移がどのような経路をたどっているか，即ち縦の経過を調

査し， 管理と指森の一助に資 したいと着手した。

調査方法

福野地域の中部，西部，北部， 南部の各小学校から本校

を経て，現在福野高校 3年生に在学せる生徒65名を対 象

として，それそれ 9バ,.間の視力を記入調査 したものであ

る。

(3) 学年の進むにつれてどのような傾向にあるか

小学校4年視力 小 学 校 6 年視 力

1.0以上 0.9~0.70.6~0.4 0.3以下
~」

1.0以上 I42人 42人 0人 I o人 I o人

ニー： ':1: I l□ !~ 
小学校 6年視力 中 学 校 3 年 視力

□ :: ロニ
中学校3年視力 高 等 学 校 3年視力

1.0以上 I_so―_ 37 l~ _I 7_1 2 
0.9 ~ 0.7 8 

0.6 ~ 0.4 

|― o I 1 2_1_s_ 

6 o I o I 
- -, ―- - _ o I 6 
0.3以 下 1 o I o I o―|―l― 
小学校 4年視力 高等学 校 3年視 力

1.0以 上 42 35 2 1 4 I 

:: ニ -'~ -, : ! —:—i : ― 

調査内容

~ 1 ) 学年別近視人員及び百分率

学 校 I小，-学校 I中 学校 I禍 校

I 
学：年 456123 12 3I I 
近視人員 23 14 12 9 13 15 21 23 23 

百分率 35.4 21.5 18.4 13,8 20.0 23.1 32.3135.1 35.3 
I 

〇小学校4年1こ息わぬ裔率を示めす。これには低学年で視力表の
判読埋解不充分のため，あるいは僅かと恩われるが遠祝が含ま
れているのではないかと考えられる。
0中学校3年より高校 1年及び3年までは外の時期に比較し裔平
を示めす。これは邸校受験，大学受験への勉強が影彩するもの
と推察される。

(2) 課程別近視状況 （高校）

・課程別人員I普通科(31名）1農業科(26名）1工業科(9名）

~!,~[it:;)~ 
0小学校4年の視力状況
邸率を示す近視者の中，ほとんど0.9-0,iまでの僅かの視力不足であ

ったこと

〇小学校時代
小学校時代における近視の約半数は快方に,,りかい，i反性近視であった

といえる

0中学校時代
R 小学校時代の近視のほとんど全部が，中学校時代でも近祝であっ
た

⑤ 中学校 1年で仮性近視から回復したものの中から．以性近視にな

るものが多いので，特にこの時期の指荘が必要である

c ⑥Rいずれも 0.9-0.4までの軽度近祝であった

〇高校時代
R 中学校で僅かの祝力不足者(0,9-0,6)であったものが．こ のIUJに
おいてほとんど 100%視力減退し， Lかもその低下状況は非常に

急激で悠異的であったこと

R また新たに正常視，れの中から祝力i戌退しているものが，中学時代
に比較して特に多かった

0小中高9ヵ年間を通じて
R 小学校4年から真性近視の ものは．沿i校3年までに極度に視力は
低下 し．すぺてが 0.3以下の状態になった

R 阪11近視が治疱して真1生近視になったものは中学3年ii!ff¥に多く．
大部分が芽しい視力の減退を示した（約％）

c 新たに祝力不足者は邸校 1年-3年までが圧倒的であったこと ，
故に，この,1,実を通じ祝力不足者の中から，中学校からはi校へと
翡学年に行く に従い近視度が強まり ，各人の不自由は中すに及If.

ず，大学受験，就職等に影響することを深く考えねばならない
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◎生活調査 （更に原因追求のため生活調査を行なってみる）

1. 電燈

スタン ド使用

普通電燈使用

2., 遁燈から机までの距離

4m以上離れているもの

4m以下 ，，， 

3. 鼈球

60W以上の 明るさ

60W以下 ，，， 

4. 勉強 習 慣

鉛筆の硬度はHB以上のも
の使用
ゞ

っすいも の 使用

読書：中ねころんで本をよむ
くせ

読』中ねころんでよんだこ
とがなし、

5. 勉、、戸 川 机

椅子机

坐り机

6. 栄脊 ・食習慣

廿し、もの好き

余り好きでない

偏 食する もの

偏食しない もの

7. 遺伝

両祝に近視あるもの

，，， なし、もの

8. 眼の病気（既往症）

眼病をやった・Jiのあるも (/)

，，， ないもの

正常視者 近視者

51.2% 66.1% 

48.8% 33.9% 

29.5% 

70.5% 

37.5% 

62.5% 

100% 

4゚.8% 

95.2% 

57.1% 

42.9% 

28.5% 

71.5% 

2.4% 

97.6% 

2.4% 

97.6% 

゜100% 

15.8% 

84.2% 

13.2% 

86.8% 

75.0% 

25.0% 

28.5% 

71.5% 

20.8% 

79.2% 

53.8% 

46.2% 

34.5% 

65.5% 

20.9% 

79.1% 

16.6% 

83.4% 

以」•生活の一部を 1桃めても近視を発見させ，あるいは進行

させる嬰素がたくさんあると考えるので，これが予防には

A 生活指導

1. 家庭における指；§

①こたつ及びねこ ろんでの，；り'c.i:-

②家庭・;::翌と机姿努

③家庭の照度

④食事 （偏食）

偏食のあるなしはあくまでも，自己評価であって

日本人の食生活1・1身に問題、点がある と考える

2, 学校における指祁

①学習指祁

②検診後の適切な処罹

③学校給食により偏食短正

④女子の断髪束髪

B 環境の整備

①ルック スの配慮

②黒板 壁の塗装

③座席の変更

④机．腰掛の適合配i趾

⑤カーテンの設闘

⑥窓硝子の清掃

⑦立木伐採あるいは移植

⑧青空凝視習慣等が考えられる

結論

この調査において商校3年で43.1%に達した近視をいか

にすれば減らすことができたかを考えて見たい。

1) 小学校で 1度 0.9以下に視力が落ちた生徒 (22名）は高

校 3年までにそのほとんどが近視になっている。

Rここで気を付けたいことは，その半数が (11名） 小学

校で 1.0に回復していること， 中学校時代もほぼ良好な

視力を続けている。(53名→50名）これが，勉弛の激しく

なる高校で，生活閥査でわかるような悪い要因も加わっ

て調節負担がふえ，ついに近視とな っている。

従って一度 0.9~0.7から 1.0に回復しても 「自分は非常

に近視になり易い」という自党を充分持たせると共に，

父兄にも注意をあたえ，学業を合理的に行ない，生活も

近視予防法を充分‘、'J'って行なえば，近視にならずにすん

だものが多いと息われる。

R次に小学校で 0.7~0.9で，1,0にならなか った生徒

(10名）は． 中学校，高校と次第に祝力は落ちていって

いるが，この 0.9~0.7の視力は．近祝度にすれば ー0.25D

~-0.75Dでごく軽く ．治療により 1.0に回復するもの

が相当多いと息われるから，小学校のこの時期に適切な

治療と指;r;,を行なえは本人の自党と家族の協力とにより

ここからの近視も液らすことができよう 。

2) 小学校6年で 1.0の祝力を保ったも のの中，約 70%は高

校 3年まで 1,0を保ったが，約 5%が中学校で，約 25%

が高校で視力がおちている。

この視力低下も中学校，i8i校の定期視力検杏で近視の発

生を減らすことができると思われる。

以上小学校， 中学校，高校を通じて祝力の低下を発見次

第適切な指~(,(を行なえは，近祝の発生を相 当減少 させる

ことができると思われ，特に小学校時代の視）］の監視と

指祁が，学校近祝の地加を防ぐためには最も主要な役剖

を占めると思われる。

祇面のつごうで鉗直な査科を削除しな：ナればな らなか った

こと をおゎびします。
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